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Ⅰ　はじめに　
  近年，低年齢化による倫理観，道徳観の問われる
諸問題が後を絶たない。文部科学省（2012）の問題
行動調査結果によると，全国の小中高校などによる
把握いじめ認知件数は，前年度の2.8倍と198,108件
であり，1985年の調査以降最多となっている。この
年を境に減少傾向にはあるものの，文部科学省
（2013）の問題行動調査結果では，185,860件を認知
しており，依然として高い数値を示している。また，
小・中学校での同年度不登校児童生徒数は119,617
人（前年度112,689人），高等学校での不登校生徒数
は55,657人（前年度57,664人）を認知している。（１）
こうした課題を解決していくためには，もはや今日
の道徳教育では対応することが困難な現状が考えら
れる。以上の問題点を踏まえ，政府（2015）による
と，道徳教育の充実に力を入れ，道徳を教科化する
こととしており，いじめ等の諸問題減少に期待でき
るとしている。なお，作田はこうした道徳教科化を
行うことで次の効果が期待できるものと示唆する。
① 　道徳性発達を記述評価することで，個々の発達
度が明確となり，多面的な道徳性を培うことが望
まれる。
② 　教師をはじめとする学校側の道徳への授業意識
の高まり。
③　地域・保護者への道徳教育の意識改革。
　以上の３点の利点が考えられるものの，道徳を教
科化することで，指導者による「価値の教え込み」
となることが懸念されている。また，道徳性を評価
化することで，指導者，評価者による意図的な人格
形成を行っていくのでは，自らつくりあげた道徳性
ではなく，誘導による価値付けとなり，本来の道徳
的価値とは大きく変わってくる。 こうした側面か
ら考えても，道徳教科化に向けた新たな取り組みが
必要である。 
　一方，道徳教育の充実に関する懇談会（2013）に
よる「道徳教育充実のための改善策について－新た
な枠組みによる教科化を中心に－」と題して今後の
道徳教育の在り方について次のように示されている。
　◇ 　道徳の時間が形骸化しているのは，教科でな
いからである。戦後，道徳教育に関する改善の
方針は出尽くしており，それでも活性化させる
ためには枠組みを変えるしかない。
　文部科学省が実施する道徳教科化に向け，今日の学校教育において，道徳教育が必要とされている理由と今
後の在り方について検討した。その際に，これまでに実施されてきた総合単元的な道徳教育による「学校教育
活動全体として」の視点が強化された学校教育の在り方に加え，さらなる地域，家庭等と連携した綿密な道徳
教育の在り方を必要とする。
　本研究では，これらを踏まえた図式化をもとに，評価方法等の道徳教科化における効果と課題について考察
分析した。その結果，道徳教科化により，道徳への意識が強調され，各個人への意識付けである道徳的価値意
識が高まりやすくなることが示唆された。 また，学校教育における自然・空間・人間環境づくりの重要性と「善
く生きる」ための道徳教育に向けた教師教育の在り方について明らかにした。
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　・ 指導要録において，児童生徒の意欲や可能性を
引き出すような記述による評価を行ったり，指
導要録の「行動の記録」の評価を活用したりす
る方向で検討する。
　・ 「道徳の時間」の指導は，引き続き学級担任の
教師が行うことを原則とする。
　・ 大学の教員養成課程について，履修内容の充実
に加え，制度的に履修単位数の見直しをする方
向で検討する。　
　○ 　道徳を「新たな枠組みによる教科化」する場
合，その具体的な在り方についてどのように考
えるか。「道徳の時間」を「教科」とするか，
あるいは新たに「特別の教科 道徳（仮）」を創
設し，「特別の教科 道徳（仮）」とするか。　
　○ 　私立の小中学校については，引き続き「宗教」
をもって道徳に代えることができるとする方向
で良いか。（２）
　以上の側面から考えても，道徳教育を強化させて
いくことは必要不可欠であり，特に他教科との関連
性における道徳教育の充実が求められる。
Ⅱ　研究の目的と設定理由
　倫理観をもった道徳的な生き方のできる児童生徒
をはじめ，将来において高い道徳性をもった人間育
成のための教育普及を目指すことを目的とする。
　さらには，目まぐるしく変化する社会に対応でき
る，高い道徳観をもつことのできる社会人に向けた
学校教育の在り方を再検討していく必要がある。近
年では，親離れや自立できない大人も多く目立つよ
うになり，自分自身で善悪の判断をすることができ
ない大人たちが育っていることが問題である。こう
した問題点を踏まえ，これまでにも荒木（2004），
植木（2014）らのdilemma，価値葛藤等により，道
徳的判断力を培う研究が成され，学校教育において
も実践・研究が取り組まれてきた。しかし，依然と
して学校・家庭におけるいじめをはじめとする諸問
題が後を絶たない。なお，大森（2015）はメルロ－
＝ポンティによると，「心理的に硬い人にかけてい
るのは，いろいろな存在者に直面した場合に陥らざ
るをえない諸矛盾を真正面から見据える能力であ
る」（３）点について示している。こうした報告を踏
まえ，さらに矛盾を見据えることのできる道徳的判
断力の深化と学校教育活動全体としての道徳教育の
必要性が求められる。しかし，これまでの学校教育
の取り組みでは，各教科としての関連性を考慮した
　◇ 　道徳を教科化という場合には，算数・数学や
国語とは違って，もう少し緩やかな意味で使わ
れているのではないか。緩やかな形にしながら
も，各学校において指導が確実に行われるよう
にすることとの兼ね合いを検討すべき。
　◇ 　道徳という領域が持っている特質をもう一度
確認して，その必要性を前面に出しながら，新
しい枠組みの道徳教育を，どういう形でカリ
キュラムの中に編成していくのかという議論が
必要。
　◇ 　「新しい枠組み」による教科化に当たっても，
その教科を「道徳教育の要」にしつつ，基本的
には学校教育全体で道徳を行うという方針で良
い。その意味で，他の教科と横並びでない「特
別教科」としての枠組みになるのではないか。
　◇ 　道徳は教科でないために，大学においても専
門家が育たず，理論が構築されていない。教科
になれば，目的と内容と方法を体系化しなくて
はならなくなる。
　◇ 　道徳を教科した場合に私学の「宗教」をどう
扱うかについても検討が必要。
＜検討の視点（案）＞
　○ 　道徳の特性に照らし，その充実を図るために
は，教育課程にどのように位置付けることが適
当か。
　・ 道徳教育の特性（学習指導要領において指導す
べき道徳教育の内容が体系的に示されているこ
と，道徳的価値に関する知識・理解だけでなく，
道徳的心情，判断力，実践意欲と態度など全人
格にかかわる道徳性の育成が求められているこ
と，道徳の時間を要として学校の教育活動全体
を通じて行うこととされていることなど）に照
らし，教育課程にどのように位置付けることが
適当か。
　○ 　道徳教育の充実に向け，これまで本懇談会で
検討してきた以下のような改善の方向を実現す
る上で，道徳を教育課程にどのように位置付け
ることが適当か。
（改善の方向の例）
　・目標・内容をより明確化・具体化する。
　・ 指導方法については，児童生徒の発達段階をよ
り重視するとともに，実践を伴う技法的な指導
も積極的に取り入れる。「道徳の時間」と他の
教科等との連携を強化する。
　・一般の教科のような数値による評価はしない。
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その部分が明確に押さえられているときに，自らの
生き方と関わらせて，児童生徒達が各教科の学習を
主体的に展開してくれるはずである。例えば，社会
科の学習の中に「働く人々」という単元があるとす
ると，そこでは，身近に働いている人々について調
べることを通して，社会の仕組みや人々と社会との
関わりを理解する。そして，さらに学習を深めるた
めには，自分も社会の一員として存在するという，
より主体的な捉え方が必要となる。つまり，働く人々
の努力や工夫，社会の仕組を理解するには，根底に
人間理解がなければできない。また，働くことにつ
いて，道徳的価値としての自覚が高まれば，自分も
社会を構成する一員であるという意識から社会との
関わりを主体的に考えることができる。自分も働く
社会の一員だということが自覚できないと，学習は
主体的にはならない。したがって，本来それらの学
習は，社会科の「働く人々」という単元の中で行わ
れるはずである。
　いずれかのどの教科をとってみても，その教科の
中に道徳的要素が含まれている。それは，各教科だ
けではなく，特別活動及びその他の活動，体験から
も道徳性を養うことができる。また，逆に特設道徳
だけの時間では到底，道徳性を培っていくことは不
可能である。だから今，教科・特別活動・総合的な
学習の時間と関連づけて行う新たな道徳教育が展開
されなければならない。その中で，今までに知らな
かった新しい価値を見つけ出すことになる。ここで，
筆者が考察する総合単元的な道徳教育を行っていく
上での利点について述べてみる。　
・ 他の教科において，体験的・作業的活動を通じ
て自分自身を見つめ直すきっかけとなる。
・ 特設道徳の際に，自己を見つめ直すだけでなく，
価値を深めていくことができる系統的な道徳カ
リキュラムを作成することができる。
・ 各教科や特別活動，総合的な学習の時間を想起
するため，本時で検討する主題の価値について
深めやすい。
・ 自分自身の学校生活での教科学習を振り返るた
め，実生活と結びつけやすい。→道徳的実践力
へ
　例えば，小学校低学年における生活科を例に見て
みると，「自立」を目標に様々学校探検や町探検な
どの体験学習を行う。こうした体験活動の中で，様々
なことを学習していくこととなる。多くの人と触れ
合うことで，今までに知らなかった交通ルールや公
道徳教育としては希薄化しており，学校教育活動全
体としての道徳教育が行えているとは言いがたい。
渡邊，盛（2000）らの報告によると，数年前から関
わり合いを中心とした総合単元的な道徳教育研究が
実施され，道徳性を向上させる効果が成されてきて
いる。しかし，作田が勤務経験してきた道徳教育を
想起すると，教師によっては，特設道徳の時間から
他の教科を意識することが難しく，特設道徳の時間
のみに頼っている現実もあった。以上の課題を踏ま
え，学校教育活動全体として構成する総合単元的な
道徳授業カリキュラムを根底から見直し，教科化に
向けた評価の在り方について検討していく必要があ
る。そして，自らの力で判断でき，自分の力で善く
生きるとともに，社会の一員としてたくましく生き
抜いていくことのできる人間を目指すこととが重要
である。そのためには，学校教育全体としての道徳
授業カリキュラムを根底から見直し，児童生徒たち
の心に善として大きく影響する教育が必要であると
考える。
Ⅲ　研究の方法
　道徳教育の主旨である「学校教育活動全体を通じ
て行うこと」をもとに，道徳性を高める総合単元的
な道徳カリキュラムの在り方について考察した。ま
た，道徳教科化に向けた利点と課題に向けて示唆す
ると共に，道徳教科化の意義について，今後の学校
教育の在り方を指摘した。さらに，道徳の評価方法
について他の教科と関連付けながら，児童生徒の道
徳発達が明確に分かるための方法を検討した。 
Ⅳ　考察
１　総合単元的な道徳カリキュラムづくりにおける
道徳教科の在り方
　道徳教育は，学校教育活動全体を通じて行うもの
とされており，道徳教育の目標に基づいて，各教科
及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図り
ながら，「総合単元的な道徳」道徳の内容項目　１．
自分自身　２．他の人　３．自然や崇高なもの　４．
集団や社会という，児童生徒が道徳性を発展させる
関わりを重視し，これら４つの視点で再構成，重点
化が図られ，その精神が各教科の内容改善の中に基
本として生かされている。
　各教科等における道徳教育は，各教科等の固有の
目標に従って行われる。そして，その中に道徳的価
値の内面的自覚を十分に図れる学習内容が必ずある。
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して，日本や世界の文化に触れ，伝統の大切さ
を感じ取ることができる。また，社会の機能を
学習することにより，ただ単に社会システムを
学習するだけでなく，勤労の大切さや人の思い
にも共感することができる。
・ 理科・・・動植物を観察したり，触れ合ったり
する中で，体の仕組や生育など今までに知らな
かった生命の神秘を知り，生命尊重の心を感じ
取ることができる。多くの科学の実験や土地の
つくられ方を観察して，科学の素晴らしさや自
然原理の雄大さを感じ取ることができる。
・ 生活・・・公園や地域を歩き，今までに知らな
かった自然や人，建物と触れ合うことで驚きや
感動を得ることができる。動植物と関わってい
くことで，自分も「ウサギのようにがんばって
生きよう。」などと，生きる希望やあるいは，
動植物からの生命尊重の心も芽ばえると思われ
る。また，落ち葉や実・花などから季節の変化
を感じ取ることにより，自然を大切にする心を
育成し，それらを使った物作りなどを通じて自
然文化の大切さを感じ取ることができる。
・ 音楽・・・様々な曲を聞いたり，自分で演奏し
たりして，曲想の雄大さや素晴らしさ，声の美
しさなどの共感し，感動する心を育てることが
できる。
・ 保健体育・・・実際に体を動かし，ともに協力
して体を動かしたりすることで，助け合うこと
の大切さや体づくりの大切さを考えていくこと
ができる。保健領域では，基本的習慣・喫煙・
飲酒・薬物乱用等を学習し，健康の大切さを学
び，生命の大切さを考えていくことができる。
・ 技術家庭・・・様々な物の作り方，家庭での過
ごし方，家族のあり方・役割などを学習し，家
族の大切さや物を作る喜びを共感することがで
きる。また，人の技能の良さに気付き，他者の
素晴らしさを感じ取ることができる。
・ 美術・・・・絵を描くことで，自然の素晴らし
さや描いていくことの喜びを感じ取ることがで
きる。また，鑑賞を通じて作者の思いや良さに
気付き，絵の美しさを感じ取ることができる。
・ 特別活動・・・委員会，クラブ，児童・生徒会
活動や学級係活動，当番などを通じて，役割・
責任感だけでなく，友達との助け合いの心と友
達の良さに気付くことができる。また，協力し
たことが達成感にもつながる。
園などでの遊具の扱い方，遊び方のルールなどを学
ぶこととなる。また，秋などに公園に行き，季節に
よる変化の様子を見つけ出したりするなど多くの学
習が考えられる。また，ウサギや植物などを飼育栽
培することで，「自分もウサギのようにたくさん食
べてがんばろう。」などのように自立の精神を抱く
ようになってくる。時には動植物の死などに直面し，
改めて生命の尊さと大切さを実感するようになる。
こうした，教科の中で学習したことを想起させ，改
めて自分自身を振り返るきっかけとする必要がある。
何故ならば，こらから生きていくための力，すなわ
ち道徳性が必要となるためである。つまり，道徳的
実践力を育てていくためには，総合単元的に道徳教
育を行う必要があると考えられる。そのためには，
系統的なカリキュラムづくりと特設道徳の時間の授
業のあり方による綿密な分析が求められる。（４）
２　各教科，学校教育活動との関連性
　ここで，各教科，学校教育活動との関連をみてみ
ると，概ね次のようなことが道徳性として含まれる
と思われる。
・ 国語・・・物語や説明文などの場面の情景を想
像したり，主人公の考えていることや作者，筆
者の気持ちに共感したりすることで，人の気持
ちや思いを考えていく心情や判断力を培ってい
くことができる。また，文章や手紙を書くこと
によって言葉では言えない自分の思いを人に伝
えたり，人の思いを感じ取ったりすることがで
きる。
・ 算数,数学・・・文章題や計算法則・面積など
を求める問題解決学習などを通じて，自分自身
で解決していく力や多面的な見方・考え方を
培っていくことができる。こうした学習の中か
ら，より良い解決方法を見出すことができ，道
徳的な判断力につながる。また，実験や体験活
動を通じて今までに知らなかった自然の原理に
驚きを感じたり，友達と協力する中で人の良さ
に気付いたりすることができる。
・ 社会・・・身近な地理や環境について考えるこ
とにより，自然の素晴らしさや環境の大切さを
知ることができる。また，歴史学習を通じて，
かつての先人の働きから，「苦労や工夫」を知
ることができ，「今日の自分があるのは祖先が
あるから。」といったように今の自分自身の生
命の大切さについても考えることができる。そ
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図１　相互単元的な道徳学習構想図
第４学年   総合単元的な道徳学習の計画（１学期） 
総合単元名  友達をよく理解し、友情を深め、助け合おう。             （４月～７月） 
めざす子ども 学び合う中で、お互いに助け合い、協力して、友
情を深め、共に成長しようとする。 
中心項目２－（３）信頼・友情 
関連項目２－（２）親切にする心 
    ２－（４）感謝 ねらい    互いよく理解し、信頼して助け合おうとする心情
を育てる。 
単元設定の理由 
 友達と一緒に行動することが何よりも楽しく思えるようになってきたが、気の合う友達どうしで仲間を作り
楽しむことだけがよい関係ではないことに気づき、相手のことを親身になって考え、よく理解し、助け合うこ
とのできる人間関係を築いていってほしいという願いから本単元を設定した。 
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道 徳 教 科 特別活動・総合的
な学習の時間 
道徳「朝がくると」（感謝）
２－（４）（４月）  
人に支えられていることに
気づき、感謝しようとする態
度を育てる。 
国語「三つのお願い」
（４月） 
主人公の心の動きを
想像しながら読む。 
理科「温かくなると」
（４月） 
 動物などの出現や
活動を観察して，暖か
さの変化と生き物の
変化とを関係付けて
考えることができる
ようにする。動物愛護 
社会「なくそうこわい
い火事」（７月） 
防災活動がたくさん
の人々の協力によっ
て行われていること
がわかる。 
特活「仲間づくり」
（４月） 
だれとでも仲良く
協力して過ごす 
道徳「おじいさんの顔」（思
いやり・親切）２－（２）（７
月） 
 人の身になって考え，老人
や弱い人に温かく接しよう
とする心情を養う。㻌
学び合う中で、お互いに助け合い、協力して、友情を深める。 
運動会「表現運動」
（５月）  
友達のよいとこ
ろを見つけ，よい表
現を目指し、気持ち
を合わせて踊る。 
国語「白いぼうし」（７
月） 
人物の言葉や行動を
想像しながら読む。 
国語「三つの願い」
の学習 
・一緒に遊んだり、
ひみつをうちあけ
たり、けんかをした
りするけど、私にと
って大切な友達が
ほしいな。 
 
運動会 
・互いに励まし合い
協力してよい表現
ができた。友達の良
さを知ることがで
きた。力を合わせが
んばってよかった。 
 
道徳「なくしたか
ぎ」 
・親身になって友達
のことを考えてあ
げられるようにな
りたい。友達を大切
にしたい。 
 
道徳「おじいさんの
顔」 
・困っている人がい
たら、勇気を出して
助けてあげよう。相
手の気持ちを考え
て行動することが
大切だ。 
子どもの意識の流れ 
総合「ごみと水につ
いて調べよう」（４
～７月） 
 友達と協力して
調べたりまとめた
りして、環境保全に
ついての自分の考
えを深める。 
道徳「なくしたかぎ」（信頼・
友情）２－（３）（６月）  
互いに信頼し、助け合って、
友情を深めようとする心情
を育てる。 
特活「仲間づくり」
（６月）  
「友達だから」の歌
詞から歌唱を行う
中で、真の友情につ
いて考えさせてい
く。 
（４）
３　総合単元的な道徳授業カリキュラムからの構造
分析と評価方法
　下記に示す計画は，筆者のかつての勤務校での学
期ごとによる総合単元的な道徳学習を図式化し，１
学期間での道徳教育の目標・評価につなげるカリ
キュラムづくりである。
　学級実態に合わせ，各教科，特別活動，総合的な
学習の時間等と綿密に関連付けながら，総合単元的
に評価を行っていくのである。例えば，１学期間に
おいて評価すべき教科において，顕著な点を取り上
げ，「何がどのように，道徳的に成長できたのか」
について記述で評価する。記述評価については，文
部科学省も述べているが，学校教育活動全体として
捉えて考えると，各教科との関連性は欠かすことの
できない点となる。
　また，下記の図式化においては，「めざす子ども」
「ねらい」「中心項目，関連項目」が挙げられている
が，道徳教科の特質上，決して指導者の教え込みや
誘導となってはならない。これらについては，あく
までも目標であり，絶対的な１学期間での結果を求
めるものであってはならない。しかし，授業者であ
る以上，理想となるべき学級児童生徒の姿をえがい
・ 学校行事・・・運動会，学習発表会，合宿・修
学旅行などの宿泊的行事，遠足，社会見学等を
通じて，集団での助け合いと励まし合いなどの
心を培うことができ，人の良さに改めて気付い
たり，優しさに触れたりすることができる。
・ 総合的な学習の時間・・・テーマに向かって，
友達と協力し，様々な手段を使って課題を解決
していく中で，自力解決の力だけでなく，協力
することや友達の良さに触れることができる。
・ 道徳・・・・今までの自分を振り返り，目標に
向かって，自己を見つめ直すことができる。学
校教育活動全体の要である。
                               　　　　　  （５）
　ここに挙げたものは，一般的なものであり，細か
い点ではまだ多くの点が考えられる。しかし，概ね
どの教科，教育活動でも言えることは，発表・説明
を児童生徒自らが行ったり，活動したりすることで
今までに気付かなかった人の良さを感じ取ることが
できるといった点である。そして，相談活動やイン
タビューなどのコミュニケーション活動の中から，
人の意見を聞いて自分で判断していく力も培うこと
ができるものと思われる。また，様々な体験活動の
中から，今日失われつつあると懸念されて
いる「感性」を豊かにすることができるの
である。つまり，こうした学校教育活動全
体を通じて，様々な道徳性を身に付けてい
くことができると思われる。そして，この
ような要素をそれぞれが潜在的に包括して
いると言えるのではないだろうか。つまり，
道徳性を特設道徳の授業の中で改めて振り
返ることで，新たな自分や友達の価値を見
出すことができるかも知れない。そのため
には，普段の学校教育活動を常に意識し，
道徳性を感じ取りながら進めていくことが
必要になる。かつてはこうした意識は必要
なかったが，目まぐるしい社会変化の中に
おいて，学校教育だけでは心を育成する機
能が衰退してきているのである。だから，
より一層の道徳教育を学校教育活動全体を
通じて行っていく必要がある。ゆえに，総
合単元的な道徳学習のカリキュラムづくり
が絶対不可欠となることは言うまでもない。
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ものとは言い難い。
　以上の点を踏まえ，評価の在り方については，客
観性と確実性のあるものでなければ妥当であるとは
言えない。あくまでも評価に拘る理由として，児童
生徒の道徳性発達度を確実に知ることで，今後の道
徳授業，或は学校教育活動全体としての在り方を再
分析することができるのである。こうした，確実な
評価を行うことは，児童生徒達の道徳的発達をより
善い方向に導くための重要な視点と言える。
　次に評価の視点として，各教科，領域，文化等と
の関連に際した評価の在り方について示しておく。
道徳教育は学校教育をはじめとする全ての環境下に
おいてもたらされるものであって，一部の分野のみ
で構成されるものではない。つまり，こうした全体
像を考えた上での学校教育における道徳教育を行う
必要がある。そして，これらの領域の中において，
各々の児童生徒の成長できた点について，道徳性の
向上に関連付けながら評価すべきであると思われる。
具体的な方法として，図２に示す方法を提示する。
　各学期間において，顕著に進捗した道徳性につい
て示し，どの領域との関連があったかについて明確
に示すものとする。記述においては，「どの場面で，
どのように，どのような心を培うことができたのか」
について明確に示し，児童生徒の道徳性について，
進捗できた善い箇所を記述するようにする。各学期
ごとの道徳性発達の評価として，具体的かつ顕著な
ものについて記入する。児童生徒のマイナス面では
なく，少しでも向上した点について記入するように
する。こうして，学期ごとの期間の中で培われ，向
上した道徳性が学年の年度末として，どのように成
長できたかについて記入する。このように，学期評
価，学年評価，各学年ごとの評価として，学年が上
がるにつれ，どのような道徳性がどれだけ変容して
いくのか，道徳性の発達だけでなく，児童生徒の成
長した姿について把握することができる。これとは
逆に，どのような支援が対象とする児童生徒に必要
であり，道徳性を培っていくことが求められるのか，
今後の教師の道徳教育に役立てることができる。（道
徳的支援と評価の一体化による）あくまでも，児童
生徒たちが思慮深く考え，自己を見つめ，判断力と
心情を向上させていくことが必要である。そのため，
これまでに述べた道徳教科化に向けた評価の在り方
により，児童生徒たちがどのように育っていくかが
重要である。
　また，学年が上がるごとにファイリング等により，
ておくことは絶対不可欠である。何故ならば，目標
なくして児童生徒の発達段階の水準を知ることがで
きないだけでなく，学級担任として，どのような学
級づくりを行えばよいのか不透明になるためである。
道徳教育は，まさに学級づくりには欠かすことので
きない領域の「善く生きる人間育成」のための教科
である。ゆえに，道徳教科として，絶対に価値の教
え込みとなってはならない。例えば，図１における
１学期間での道徳カリキュラムの場合，目標に際し
てどの程度進捗できたかについて評価することが必
要である。言わば，長期的なスパンにおいて，道徳
性がどのように発達したかについて記述評価し，児
童生徒達の道徳性向上と将来像を見据えた評価とな
ることが必要である。
　ソクラテスが「徳は教えられるか」と説いたよう
に，道徳的価値を教師が教え込むことは到底できな
い。それは言うまでもなく，各々に価値観は千差万
別であり，大枠には方向性は同じであっても，個々
には道徳的価値が異なっていくためである。このこ
とは，同じ人間がこの世にはいないことと同様に，
道徳的な見方・考え方も個々に異なることは当然の
ことと言える。つまり，こうした個々に異なった価
値があることから，より善い方向に自分自身の人世
が導かれる教科であることが理想的である。ゆえに，
評価の方法としては，文部科学省の提唱している，
記述式の評価が妥当ではあるが，これに追記して，
学期，年間等におけるスパンで培われた道徳性を
各々に即した発達段階として評価することが望まし
いと考える。こうした評価については，「何が，ど
の場面で，どのように関連して，どのようになった」
等の心の変容を大きく表した内容の記述方法が妥当
である。また，児童生徒に至っては，資料の登場人
物やクラスの友達や教員の考えを「どんな思いでい
たのだろう。」「あの子の意見はどういう考えに基づ
くんだろう。」と懸命に理解しようとする。そして，
さらに自分の考えの変化に目を向け，新たに見えて
きた自分を見つめる。これらはまさに，他者評価や
自己評価である。つまり，道徳教育や道徳の時間に
おいて，評価は大切な活動なのである。（６）このよ
うな自他の評価において，教師が客観的に評価する
ものとは大きく違い，各々における確実な道徳的発
達段階を示唆する評価となり得る。教師の客観的評
価の場合，児童生徒達に「こうなってほしい」とい
う言わば，教師の児童生徒に対する願いが強くなる
ことが想定され，こうした評価においては，確実な
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図２　道徳教科化に向けた評価方法例
(1学期) 
道徳性：「(例)生命を大切にする心，国際協力」 
関連領域：「(例)保健体育，理科，特別活動(児童会活動を通じての国際協力募金)」 
児童会活動における国際募金を進んで行い，自分たちだけでなく，世界の人々の生命を尊
重し，互いに助け合うことのできる心を培うことができた。なお，理科の教科を中心に植
物，昆虫等を積極的に学級で育て，他の児童の模範となり，命の大切さを皆に伝えていた。 
※（1学期間での進捗状況により，語尾を「培おうとしつつある。」等の記述で表記する。） 
(2学期) 
道徳性： 
関連領域： 
(3学期) 
道徳性： 
関連領域： 
 
(学年) 
道徳性： 
関連領域： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
われているところが多くある。また，文部科学省の
指定する「心のノート」が活用され，道徳授業をサ
ポートする役割を担ってきた。しかし，指導者によっ
ては活用方法が異なり，具体的にどのような場面で
どのような活用方法が為されているかは不透明で
あった。そして，道徳性を深めるための教師の授業
力が試されるものであった。さらには，多面的な道
徳授業の在り方が方法論として挙げられ，道徳的価
値を深める取り組みとして研究が続けられてきた。
なかでも，道徳的判断力を培うための方法論として，
モラルジレンマ等が挙げられ，授業研究が進められ
てきた。このように，道徳授業が多面的な視点から，
取り組むことができたという良さがある。一方では，
道徳教科化により，教科書も導入されることで，教
科書活用が必須となる。しかし，以前から教科書に
ついては，副読本をはじめ，「心のノート」も活用
されてきた。ゆえに，教科書活用の視点からみると，
これまでの道徳授業とはあまり変化があるとは予想
できない。これまでにも授業者は，副読本を活用し，
「心のノート」を活用した上で，手法を凝らし，テー
マとなる道徳的価値に向かって，思慮深い道徳授業
を目指していく傾向にあった。しかし，前述した通
り，道徳教科化により，指導者の道徳への指導意識
がより一層高まることと，授業工夫改善への取り組
みが促進されることは期待できる。何故ならば，教
科となることで評価必須となるためである。つまり，
評価が地域社会，保護者にもたらすものとして，大
きな影響力となり，指導者自分自身の評価にもつな
がることとなるためである。しかし，ここで大切な
ことは，指導者の評価のための評価である教科化で
あっては，道徳としての本来の意味を成さないこと
を指摘しておきたい。道徳は他の教科に加え，学校
教育活動全体としての要であり，全ての教育活動の
賜物であるという点にある。つまり，指導者にとっ
て，何のための道徳教育の評価であるのか，崇高な
人間としての在り方からの評価が強く望まれる。こ
れは，道徳教科化の本来の目標である「いじめ問題
の減少」に向けた取り組みであると共に，児童生徒
だけでなく，指導者，保護者，地域社会にとって共
に，「心の教育」となることを意味している。すな
わち，人としての心の痛みや悲しみ，喜び等の道徳
的価値にふれると共に，自らが生活を思慮深く問い
正すことにより，自己の生き方を自ら見つめ直し，
正しくより善い生き方ができるようになることを期
待するものである。
道徳性の変容に関する成長をポートフォリオ的な方
法として記録し次の学年に申し送ることで，当事者
である児童生徒に必要な道徳性を知ることができる。
そして，教師が児童生徒の道徳性を綿密に分析し把
握することで，児童生徒への必要な道徳教育，或は
学級経営を明らかにすることができる。しかし，教
師は価値の誘導となってはならず，こうした評価か
ら分かることをもとに見えてくるものを確実に受け
止めて臨むことが求められる。
４　道徳教科化による効果と今後の課題
　３で述べたように，道徳教科化に位置づけること
により，授業受者である児童生徒達にも道徳教科と
しての意識付けが高まるものと思われる。つまり，
道徳が教科となることで，より厳粛なカリキュラム
が求められることとなる。これまでにも，全国の学
校で心の教育，心に響く道徳教育等と研究が進めら
れてきた。しかし，今日の学校において，不登校，
いじめ問題等の諸問題が後を絶たず，道徳性の浸透
が成されていない現状がある。こうした諸問題を踏
まえ，道徳を教科化することで，児童生徒たちの意
識も大きく変わり，教科に対する意欲が向上するこ
とが予測される。また，授業を行う教師にとっても，
教科となることによって，児童生徒への支援する意
識が高まり，これまで以上の道徳に対する工夫改善
が期待できる。道徳教科となるため，教科書が扱わ
れることとなるが，他の教科と同様に教科書のみに
頼ることはできない。こうした側面からみても教師
は専門職として，指導・支援方法の工夫改善による
授業の在り方を常に研究していかなければならない。
　これまでは，特に指定された教科書はなかったが，
地域（区，市，町）によっては，副読本として，扱
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自然が衰退化する今日，児童生徒たちの中には，全
く自然と接する機会すらないこともある。ほとんど
の学校では，各教科において，自然と親しむことに
関連した内容の教育活動があるため，一見，自然と
親しむことが十分であると思われがちである。しか
し，自らの力で生き物を育てることが不十分である
ように思われる。こうした自然を愛する故郷への道
徳心は，宮沢賢治が「イーハトーヴの夢」でも述べ
ている。「イーハトーヴ」とはドイツ語をmixした
宮沢賢治の造語で，賢治が目指した理想郷である。
人道主義と博愛精神に富んだ賢治は，人間はどこに
住もうとも，日本のチベットと呼ばれる辺境の地で
あっても，愛と想像力をもって暮らせば，楽しい暮
らしの智恵が湧き，都会では味わえない，自然を楽
しむ暮らしと豊かな心のふれあいのある社会を創る
ことができるのだという夢と希望を与えてくれた。
（７）つまり，今日の学校教育においても，動植物と
真にふれ合うことで，「生きること」の意味を共感
することができる。何故ならば，私たち人間もこの
地球上で生まれ育ち，今日も他の自然動植物と共に
生き続けているからである。
　そして，心の奥底から，命の尊さと生きさせてい
ただいていることへの感謝と喜びを感じるようにな
るのである。今日の便利で発展し続ける社会では，
こうした最も生きていく上で大切な道徳心を忘れが
ちである。あたかも，自分の力でこの社会を生きる
ことができるとの錯覚すら起こしているのではない
だろうか。こうした，自然と親しみ，共に生きてい
ることを心と体で感じ，「生けとし生けるもの」と
しての人間としての根本的な道徳心を培うことが重
要である。そのためには，学校教育活動の環境づく
りの工夫，体験活動を重視した授業方法の工夫改善
は絶対不可欠である。環境づくりで私が特に取り入
れるべきと考えているのが，「ビオトープ」である。
このような，常に自然の動植物と触れ合う機会をつ
くることで，生きることを共感できる第一歩を踏み
出すこととなる。ゆえに，より一層のこれからの自
然環境整備の工夫が必要である。
　②での空間的環境においては，学校のあらゆる空
間においての環境設定の重視である。具体的には，
児童生徒，地域保護者が目にする教室の掲示物，美
化清掃等が挙げられる。どの学校においても全力で
取り組まれているものと思われる。しかし，学校に
よっては，教師自らが美化に取り組み，児童生徒た
ち自らの力で美化に取り組む姿はみられないことが
  道徳教科化による大きな課題として，教科書を使
用することによる授業の形式化を指摘する。つまり，
指導者が形式の範囲に捉われてしまい，オリジナリ
ティのある授業が行われにくくなる可能性がある。
よって，他教科と同様に教科書のみに捉われること
なく，よりオリジナリティに富んだ授業の在り方が
必要とされよう。そのためには，これまでと同様の
道徳性を深めるための授業研究を行うことは学校教
育において絶対不可欠である。道徳性を深めるため
の研究とは，授業受者である児童生徒たちが，自分
自身の姿と真に向き合い，自己省察していく過程で，
価値葛藤や自己内対話など様々な思考を経て，深い
道徳的思考を行うことができることにある。このこ
とを実現させていくためには，たとえ，道徳教科化
となるにせよ，道徳の最大の目標である悟りの境地
に向けて，高い道徳性を培えるよう道徳的判断力，
道徳的心情を育てていく必要がある。これらを育ん
でいくためには，授業者が道徳教科化による「価値
の教え込み」となっては，児童生徒たちの道徳性が
育っているとは言えない。授業者である教師が授業
受者である児童生徒達と共に価値を深め，共に考え，
判断，感じること（怒り，悲しみ，苦しみ，喜び等
の様々な感情）を通じて，はじめて自分自身の生き
方を見つめ直し，今後の生活である道徳的実践力と
して培われていくこととなる。こうした道徳的実践
力を培っていくためにも，指導者である教師は，学
校教育活動全体としてあらゆる場所にあらゆる機会
において，考えることのできる場を設定することが
絶対不可欠となる。そして，要である道徳の教科に
取り組むにあたり，普段の生活を振り返る場がなけ
れば，自己を問い正すことはできない。学級におけ
る道徳性発達のための環境設定，道徳教科化に向け
た授業研究と評価方法の在り方について，高い考察
をしていく必要があることを指摘しておく。
Ⅴ　終わりに
１　道徳教科化に伴う今後の学校教育の在り方
　まず初めに，道徳教科化に伴い，各学校における
学校教育の環境設定について，道徳教育充実のため
の方策を行うことが必要である。具体的には，
①　飼育・栽培等の自然環境
②　空間的環境
③　人間関係づくり環境
などが挙げられる。①については，多くの動植物と
触れ合うことで，道徳的心情を培うものである。年々
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道徳を単なる評価として取り組む危険性が考えられ
る。これらを改善していくためには，各担任である
教師が児童の実態等を明確に踏まえた上で，各々の
児童生徒たちにとってどのような道徳性が必要であ
り，どのようなカリキュラムを検討していく必要が
あるかが大切である。あくまでも，教師自らの評価
に陥らないことが重要である。また，こうした評価
については，児童生徒たちを通じて，保護者や地域
社会に大きな影響を及ぼすこととなる。そして，道
徳は教育活動全てにおいて考えていかなければなら
ない教科として念頭に入れておく必要がある。総合
単元的な道徳カリキュラムを例に示して述べたよう
に，各教科との関連性を踏まえ，今までの児童生徒
たち自身の姿を自らが見つめ直し，新たな道徳的実
践力へと生かされていかなくてはならない。
　なお，いじめ問題や深刻な諸問題が頻繁に起き続
ける今日，教師たちは真に心を改善され得る道徳の
在り方について考え，実践する必要がある。また，
（１）①に示した環境づくりにもあるように，生き
ていることの素晴らしさを知り，自分たちが大自然
の恵みと祖先たちによって，今日を生かさせて頂い
ていることに気づき，日々感謝することへの大切さ
に悟ることを最大の目標としなければならないと考
える。そのために，教師たちは日々の授業研究は勿
論，児童生徒たちの道徳性発達を分析理解しておか
なければならない。しかし，ここで留意したいのは，
道徳教科化となるにあたり，教師による価値の教え
込みとなることである。このような事態に陥ってし
まうと，教師が授業で発言した言葉により，児童生
徒たちは教師の道徳的価値を正しいと思ってしまう
のである。ここで大切な点は，授業受者である児童
生徒たちが自他の姿を十分に理解し，善悪の判断と
崇高な心情を培うことができるかにある。それは，
教師や社会の大人たち万民に対しても必要なことで
ある。つまり，これからの教師にとって，児童生徒
たちの自律と，自ら正しい判断と心情をえがくこと
のできる人間育成を行うことへの教育が重要である。
　以上の点をふまえ，学校教育としての目標が十分
に遂行されるよう，学校長，教頭をはじめ，教育委
員会等の教育関連機関は，充実した真の道徳教育の
ために教師教育の在り方を十分に高めていかなくて
はならない。今後の，教育関係者が一丸となって取
り組み，真の道徳性を培える教科化を期待する。
ある。これは，児童生徒たちの心の中に，「何故，
学校を美しくする必要があるのか」についての意味
理解と道徳性が深まっていないため起きている現象
である。「学校で学ばさせて頂いている」「こうした
校舎を作っていただいた人々への感謝の念」等が欠
けていることが問題であると考えられる。逆に児童
生徒達の心の表れが，校舎の空間として大きく現れ
る。つまり，空間的環境をつくる大きな要因となる
のは，普段での児童生徒たちの心の成長の姿と言え
よう。よって，教師は普段からの児童生徒たちの心
を如何に育てていくかによる。こうした意味でも，
特に「感謝の念」については，常日頃の教師の教育
活動において重要視されるものである。また，掲示
物等の学習環境が目に映る意味でも他の児童生徒た
ちに大きな影響力を及ぼすこととなる。そうした意
味でも，掲示物，空間づくりは大きな意味を成す。
　③での人間関係づくり環境においては，学級内で
のコミュニケーションをはじめとする人間関係づく
りの形態（席等の工夫），異年齢でのコミュニケー
ションの機会の提供，地域の人々との関係づくり，
幼保育園児とのコミュニケーション等，様々な人々
とのコミュニケーションを行うことで，同年齢では
培えることのできなかった価値を共有することがで
きる。そして，道徳的価値を深め，拡張したものへ
とつながる。（８）こうした，コミュニケーションを
行う機会を提供することは，学校教育活動を行う上
で大切な道徳性を高める環境づくりと言える。
　以上に挙げた主な環境づくりを行うことにより，
道徳教科化が有意義な効果をもたらすことへとつな
がる。そして，道徳としての教科の成す本来の意味
である「より善く生きること」に気づくことが可能
となるであろう。あくまでも，学校教育活動全てが
基礎となり，特設道徳の教科が要となる。すなわち，
総合単元的な道徳授業カリキュラムを参照にし，各
教科，各々との教育領域との関連付けを綿密に行い，
教科「道徳」として変わることにより，以前よりも
さらに道徳性の向上を果たすことが期待される。そ
うした意味では，全ての教育活動が道徳教科の領域
と言っても過言ではない。
２　道徳教科化に伴う教師教育と今後の道徳に関す
る考え方
  これまでに論述した通り，道徳教科化に関わる教
師の役割と責務は，重要かつ社会への大きな影響を
及ぼすこととなる。さらに，最も重要な視点として，
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